
東山小学校だより
平成３１年３月２５日
※ 町内配付３月２５日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

一年間ありがとうございました！一年間ありがとうございました！
一年間の締めくくりとなる20日の終業式、22日の卒業式に続き、そして今日25日の離任式を

もって、平成30年度の登校は最後となりました。昨年の3月28日に業務引継で東山小学校に初め

て来てから、もう一年が経つのかと、改めて時の流れの早さを感じずにはいられません。

まずは事件事故など大過なく年度が終えられることに安堵しています。それも保護者各ご家庭の

皆様、地域住民の皆様のご指導ご協力のおかげと深く感謝しております。

さて、保護者・地域の皆様の眼には、一年間の子どもたちの成長はどのように映っているでしょ

うか。成長期にある子どもたちは、体はもちろん、心も行動も日々成長しているので一年365日

ともなれば、見違えるほどの成長があります。しかし、当の子どもたちは、残せた成績や何かの結

果、頑張ったことは言えても、「どんなふうに成長したか」となると、あまり自覚が無いようです。

そこで終業式では「一年間の自分の成長をしっかりと振り返って自覚しよう」という話をしました。

たとえば「家の人に言われなくても宿題をやるようになった」とか「持久走大会やスキーなどで苦

しいときに自分に負けなくなった」とか「好き嫌いが少なくなった」など、一年間の自分の変化を

自覚し、自分の成長を認めて6年生は中学生に、他の学年は次の学年に進んでほしいと思います。

子どもたちを一番近くで見てきた3人の担任も、終業式の学級だよりで、学級集団としての子ど

もたちの成長ぶりを書いています。

内容や度合いの違いこそあれ、全校児童21名にそれぞれ成長があったはずです。大切なのは、

それを自覚して、自分を認めることにつなげることだと思います。

成長と言えるかは微妙ですが、私は子どもたちの教務室へのあいさつする時の表情が良くなった

…というか、豊かになったように感じています。登校時・下校時の表情は学校生活のバロメーター

であろうと、できる限り見守ってきました。そこから、子どもたちは一年間充実した学校生活を送

ってくれたことを確信しています。

  

－－－２学年だより『かがやけ２年生！』より－－－
2年生5人が、一人一人の力を発揮し、みんなで輝いてほしいという願いを込めて「かがやけ２年生、力を合わせてが

んばろう！」という学級目標を立てました。その願いの通り、たくさんの場面で、5人がお互いの良さを認め合い、協
力して様々な活動に取り組むことができたと思います。特に心に残っているのは、文化祭の発表を子どもたちで話し合
って決め、見事にやり遂げたことと、持久走大会に向けて「昨日までの自分に負けないように」とお互いに励まし合い、
頑張りを讃え合いながら、どんどん自己ベストを更新していったことです。すごいパワーをもった子どもたちだと感じ
ました。

ーーー3・4学年だより より－－－
学級目標は「冒険しよう！3・4年生の宝島」でした。「ところで、宝は見つかったの？」と聞くと、子どもたちから

はこんな答えが返ってきました。【 絆 笑顔 やさしさ 楽しむこと 喜び 行事の成功 】
誰かが一言話せば、反応が。そして、どっと笑いが起こる。この和気藹々とした雰囲気が3・4年生の強みです。本当

に笑いの絶えない1年間でした。安心感は「クラス会議」にもつながっています。1年間を通して話し合う力がレベルア
ップしました。議題が出るとすぐに輪になって話し合いが始まります。みんなで何かを決めるのを楽しんでいるところ
が素晴らしいです。最近は、反対意見も出るようになりました。否定をするのではなく、考えの違いを話しているとこ
ろに感心しました。行事を成功させるために「協力」もしました。 ～中略～ 担当のお願いに、みんなが応えて、休
み時間なのに全員で準備をしている姿がとても頼もしかったです。

－－－5・6年生 学級便り より－－－
先日、子どもたちと一緒に1年間を振り返って話をしました。まず、1年間どれだけ学習を頑張ったか確認しました。

学校で使い終わった(自学)ノートを集めていたので、それを子どもたちに返しました。一番多かったのは17冊で紗衣羽
さんでした。ノートの使い方の違いがあったりノートを持ち帰ってしまった子もいるので、単純にノートの冊数だけで
比べられるものではありません。しかし、一人一人に聞いてみると、去年の何倍もノートを使って頑張ったことを実感
できたようです。
次に教科ごとに振り返りをしました。自分で3段階評価をしました。一番「3」をつけたのが多い教科は「外国語」で

した。積極的に質問したり、繰り返し読み方を確認したりと、いきいきと学んでいる姿が思い出されました。



卒業おめでとう！「第17回 卒業証書授与式」
無事に4名の卒業生を送り出すことがで

きました。式歌練習や予行練習の回を重

ねるにつれ、6年生はみるみる卒業生の顔

になり、全校で6年生を送りだそうという

雰囲気が高まりました。そして当日の卒

業生の制服姿…一層厳かな雰囲気の中、

滞りなく挙行することができました。

今年から、証書授与を壇上で行いまし

た。6年生にとって晴舞台である卒業式、

殊に授与の場面は卒業生一人一人が主役

です。担任の星野先生からの「6年生に証

書を壇上で受け取ってもらいたい。」とい

う申し出に全くの同感でした。授与の際の卒業生の立派な姿を見て、担任の思いがしっかりと伝わ

っているのだな…と感じ、(私は)緊張しながらも強く感動しました。他にも来賓紹介をお一人ずつ

行ったり、退場の際に卒業生が並んで礼をしたりと、昨年から変更したことがいくつかありました。

手前味噌ではありますが、感動的な本当に良い卒業式だったと思います。

改めて…卒業生、そして保護者の皆様、「ご卒業おめでとうございます。」ご臨席くださいまし

たご来賓の皆様、ご多用のところ、ありがとうございました。

ありがとう…ありがとう…お元気で、ご活躍くださいお元気で、ご活躍ください
「会うは別れの始め…」と申しますが、年度末年度始の人事異動で、2年生担任の櫻井賢司先生

と山賀隆司主任管理員さんの二人が東山小学校を去ることとなりました。

櫻井先生は担任の他、今年度は教務主任として日々の教育活動の調整や、様々な行事の計画立案、

運営に力を発揮してくれました。

山賀管理員さんは、校地校舎校具の点検管理修繕や行事の際の準備など「縁の下の力持ち」とし

て学校を支えてくれました。

当校としては大きな戦力を失うことになりますが、残された者で次年度も頑張って参りたいと思

います。保護者・地域の皆様からも両名の新天地での活躍をお祈りくだされば幸甚です。

「入学式」に、お出でください！に、お出でください！
い

4月8日(月)に平成31年度、第17回入学式を行います。ご来賓の皆様以外の地域の皆様にも入

学式にご参列いただき、4名の新入生に祝福を賜りたいと存じます。

詳しくは別紙案内をご覧ください。是非とも多くの皆様にお越しいただきたいと思います。よろ

しくお願いします。

お世話になりました 櫻井 賢司

東山小学校の保護者の皆様や、子どもたち、地域の皆様には、四年間、本当にお世話になりました。ありがとうござ
いました。わたしは、隣接する魚沼市に生まれ育ったにもかかわらず、東山小学校に赴任するまで、小千谷市や東山地
区のことを、全くと言っていいほど、知りませんでした。
「牛の角突き」をしている。錦鯉発祥の地である。五人杵つき餅は、あっという間に、おいしい餅ができる。おぢや

祭りには、「からくり万灯」が市内を回る。…いろいろな驚きがありました。中でも、一番驚いたのは、東山地区の子ど
もたちが、東山地区・小千谷市を大好きだ、ということです。きっと、東山地区に暮らす皆様にとっては、「当たり前」
なのでしょう。でも、これは素晴らしい宝だと思います。 これからも、保護者と地域、学校が手を取り合い、子ども
たちが「東山大好き」と笑顔で言える地区であり続けていただきたいと願っています。
この度の異動で、小千谷市立小千谷小学校に転勤することになりました。東山小学校に負けないくらい、「小千谷市が

大好き」と、胸を張って言える子どもたちにできたらいいなぁと思います。

ありがとうございました 山賀 隆司

東山小学校に五年間お世話になりました。木のぬくもりあふれる素敵な校舎、窓から見える光り輝く養鯉池の景色、
どれをとっても素晴らしい環境の中で勤務させていただけたことは、たいへん幸せでした。また、温かく支えてくださ
いました保護者の皆様、地域の皆様、何ごとにも一生懸命に取り組む東山の子どもたちと過ごせた五年間は、私の宝物
になりました。
この度、小千谷市立和泉小学校へ異動となりました。東山の地で学んだことを生かして頑張ります。たいへんお世話

になりました。


